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(A) Research background (Previous studies) 

 オリビンやパイロキシンは岩石質な隕石・惑星を構

成する重要な鉱物であり，それらの酸素同位体比は岩

石の形成時の環境を反映している．Ushikubo et al. 

(2012) により，始原的なコンドライト隕石 Acfer 094

の chondrule の酸素同位体比の測定を行なった結果，炭

素質隕石中の chondrule は，2 つの異なる酸素同位体比

をもつリザーバーの混合を示す primitive chondrule 

minerals (PCM) line 上にプロットされることがわかっ

た．一方，近年報告された炭素質隕石の chondrule 中の

酸素同位体比は PCM line よりも僅かに低い値を示す

傾向がある．本研究では，SIMS の機械誤差を測定し，

より正確な条件の下 Acfer 094 の chondrule を再分析す

ることで，PCM line を再検討することを目的とする． 

(B) Methods 

 標準物質として Fo 含有量の異なるオリビン 16 個，

Wo 含有量の異なるパイロキシン 12 個を準備した． 測

定試料としては Acfer 094 (C2-ung) 隕石中の chondrule 

33 個を対象とした．それぞれ SEM/EDS で観察・測定

点の選定を行い，EPMA で主要元素組成の定量，

Wisconsin 大学保有の nano-SIMS (CAMECA IMS-1280) 

で酸素同位体比の測定を行なった． 

(C) Results and Discussion 

 SIMS の機械誤差について，標準物質の測定結果よ

り，オリビン結晶の酸素同位体比の誤差は Fo 含有量

に依存しており，校正式を用いて補正できることがわ

かった．一方パイロキシンの酸素同位体比の誤差に系

統的な傾向はないため，実験の都度に十分な個数の標

準物質を用いて校正する必要がある． 

 また，高精度の Acfer 094 chondrule の酸素同位体比

の測定結果より，多くの chondrule 中のオリビンやパイ

ロキシンの酸素同位体比は均一で，PCM line よりも僅

かに低い値を示した．一方，前述の傾向とは異なりホ

スト chondrule と大きく異なる酸素同位体比を示す部

分を持つもつ試料も観察され，これらは前世代の

chondrule の破片，溶け残り物質，普通コンドライトに

由来する物質であると考えられる． 

(D) Conclusions (including Problems of the paper, 

Remarks, Relation to your own study etc) 

 Acfer 094 隕石中の chondrule の酸素同位体の再分析

を行なった結果，PCM line は先行研究よりも僅かに小

さいδ17O = (0.968 ± 0.022) × δ18O であることがわかっ

た．これは太陽系の物質を形成しているリザーバーを

理解する上で重要な結果である．
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